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節5表･薬剤感受性の実る各種系統イエバエに対する Pyrethroids単用あるいは

共力剤を混用した場合のLD6｡値 (FLg/イエバェ雌)について13'
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皆よりみて P.butoxideと迫った生理作用を示すこと

が明かにされた.S-421は P.butoxideに比較して

pyrethroids表皮透過性の阻告が少なかった.なお.

S-421の主要な作用機作は P.butoxide と同様 に

pyrethroidsの脚i!3分脚の抑制にあると考えられT:.
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